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１．開催概要 

日時：2020年 9月 26日(土) 

13:30～16:40 

場所：Teamsによるオンラインのみ 

次第： 

【第一部】13：40～15：10 

「人生は童話に学べ -倫理の視点で

童話を読み解く-」 

技術士 金属部門 川本 明人氏 

【第二部】15：30～16：40 

「環境負荷低減への取り組み」 

技術士 電気電子部門 森本 聡氏 

定員・対象：制限なし 

参加費：無料、 

CPD：参加票なし(自己学習で計上) 

司会：亀田 雄二 

Teamsコーディネーター：長原 基司 

申込者数：40、参加者数：17 

２．内容 

 今回初めて本セミナーを Teamsのみ

で開催した。 

第一部では 3グループで Googleスラ

イドを使用し、童話を題材とした倫理

問題のワークショップを行った。 

第二部では途中、チャット回答のク

イズという工夫を交え、太陽光発電、

エネファーム、蓄電池を組み合わせた

実際の費用や効果について、発表者の

お宅の場合を例にご紹介いただいた。 

３．講演者談 

【川本氏】 

一部小さなトラブルもあったが、コ

ーディネーターの助力により、成功裏

に終えることができた。Googleスライ

ドが参加者の意見交換に有効なツール

であることが理解できた。取扱いには

慣れが必要だが、他のイベントでも利

活用できるものと考える。 

【森本氏】 

発表中、受講者の顔が見えず(カメラ

オフ)「ちゃんと聞こえているか？」、

通信速度の関係でクイズ回答が更新さ

れない、という２点が不安であったが、

上手く使えれば、双方向の講演にでき

ると感じた。相手の反応を伺うには「手

を挙げ」機能も有効と感じた。 

〇チャット後読の気付き 

・説明不足があった。 

・知らなかった新たな学びがあった。 

・受講者の関心が高い。 
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４．感想 

 申し込みに比べて、参加者が少なか

ったことが運営上の課題である。 

 コーディネーターの役割が重要・不

可欠であるが、この新しいコミュニケ

ーションスタイルで次回も試行したい。 


